
 

 

 

平成３０年度第２回広島県県営林管理経営評価委員会 議事録 

 

 

１ 日時 

  平成３０年１２月１０日（月）１４時００分から１５時００分まで 

 

２ 場所 

  広島市中区基町１０－５２ 県庁自治会館１階１０１会議室 

 

３ 議題 

第１号議案 第１期広島県県営林中期管理経営計画の達成状況について 

第２号議案 第２期広島県県営林中期管理経営計画の骨子（案）について 

 

４ 担当部署 

  広島県農林水産局森林保全課（県営林経営改革担当） 

電話 082-513-3694（ダイヤルイン） 

 

５ 会議の内容 

（１）開会 

①林業振興部長あいさつ 

  ②委員会の成立 

委員全員の出席を得ており，広島県県営林管理経営評価委員会運営要綱第４条第３項の規

定により委員会が有効に成立していることを報告 

（２）議事 

   事務局から第１号議案及び第２号議案について内容を説明 

   審議の結果，諮問のとおり承認 

 

６ 議事審査の内容   

  別紙のとおり 

 

７ 会議資料 

（１） 第１号議案 資料１「第１期広島県県営林中期管理経営計画の達成状況について」 

第２号議案 資料２「第２期広島県県営林中期管理経営計画の骨子（案）について」 



 

 

別紙 議事審査の内容（委員からの主な質問・意見） （○：質問 ●回答 ◎意見） 

 

（１） 第１号議案 第１期広島県県営林中期管理経営計画の達成状況について 

○ 生産性が向上していることは評価。生産性が上がった要因は，生産性が良いと思われる事業

地を対象に実施したのか，作業班の技術が上がっているのか。 

● 生産性については年々上がっているが，一方で，事業地の現場条件は年々悪くなっている。

計画初期の事業地は面積規模が大きかったが，近年は初期と比べ小さくなっており，木の太さ

も細くなっている。これらを踏まえると，年度，事業体，現場によって異なるが，作業班が生

産性の改善に努めた結果，生産性が上がったものと考えている。 

◎ 生産性について作業班自体でＰＤＣＡを回し，確認する中で，生産性の向上の意識が定着す

ると思う。第２期中期計画に向けて，これまでやった生産性向上の取組を総括した方が良い。 

 

○ 第２期中期計画にも影響するが，素材生産量の実績は，用材のみか，またはバイオマス材を

含んだ生産量なのか。 

● 需要等を踏まえ，平成 28 年度からバイオマス材生産を本格的に開始したことから，検証では，

バイオマス材を含んだ生産量で整理している。第２期中期計画でも，需要等を踏まえ，バイオ

マス材を含んだ生産量を考えている。 

 

（２） 第２号議案 第２期広島県県営林中期管理経営計画の骨子（案）について 

○ 成果指標となる素材生産量について，バイオマス材を含んだ値であるということだが，バイ

オマス材を含むことで，経営計画の収支面で不利になることはないのか。 

● バイオマス材と用材を販売単価で比較するとバイオマス材は劣るが，バイオマス材販売によ

る利益もある。この計画量を実施することで，経常利益を約１千万円確保できる見込みである。 

 

○  第１期中期計画にあった，利用間伐の生産性の目標，直接協定取引の導入割合の目標はどう

なるのか。 

● 生産性については，第１期中期計画の目標 8.0 ㎥/人・日に対し，実績は 8.4 ㎥/人・日と，

目標を達成しているため，第２期中期計画では成果目標には掲げないが，引き続きアンケート

により追跡調査し，分析したいと考えている。 

また，直接協定取引の導入割合は 40％を大きく上回り，80％から 90％の実績となっているた

め，目標には掲げないが，直接協定取引は第２期中期計画でも継続して実施していく。 

 

○ 第２期中期計画の成果目標に，経常利益の具体的な数値目標は掲げないのか。 

● 成果目標は，素材生産量としている。経常利益については，各年度計画を示した上で，経常

利益の黒字化に取り組む。 

 

○ 第２期中期計画における必要施業量の中に，現時点でできるものと，条件整備の取組が必要

なものとあるが，条件整備とは具体的に何か。 

● 伐採後の管理方法についての所有者調整や，分収割合の変更同意，路網アクセスの改善など

である。 

 

◎ 県営林事業を計画的・安定的に継続するためには，事業地及び事業体の確保が重要となって

いる。第２期中期計画は，これまでの検証結果を踏まえ整理していただきたい。 


